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C H A P T E R 1
はじめに

このガイドでは、CE 1300アプライアンス/ハードウェアをビデオネットワークに設置する方
法（含む：同アプライアンス/ハードウェアを準備して設置する方法と、基本的な初期設定を
行う方法）について説明します。また、トラブルシューティングに関するいくつかのヒントも

提供します。

同アプライアンスはCiscoVCS製品をサポートしていないため、このガイドはCiscoExpressway
シリーズの展開専用ガイドです。

Note

この章では、次の内容について説明します。

•変更履歴, on page 1
•必要なソフトウェアバージョン, on page 2
•サポートされているシステムサイズ, on page 2
•相違点, on page 2
•詳細情報とトレーニング, on page 4

変更履歴
Table 1:変更履歴

理由変更内容日付

ExpresswayバージョンX14.3.1
と同時に公開

初回リリース

『Cisco Expressway CE1300
Appliance Installation Guide for
X14.3.1』リリースの内容を更
新

2023年 9月
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必要なソフトウェアバージョン
CE1300には Expresswayソフトウェアがプリインストールされて同梱されています。プリイン
ストールされているこのソフトウェアを以降のサポート対象バージョンにアップグレードする

ことが将来必要になった場合は、そのようにすることができます（Cisco Expresswayにインス
トールされているそのソフトウェアが最新かどうかを確認するには、ソフトウェアのダウン

ロードにアクセスし、Cicso Expresswayに移動します）。

Expresswayソフトウェアの必要最小バージョンは、使用するアプライアンスのリビジョンに
よって異なります。これをシリアル番号から識別するには、次のようにします。

Table 2: CE1300アプライアンスでサポートされるソフトウェアの最小バージョン

ソフトウェア要件シリアル番号Platform

X14.3.1以降52E5####CE1300（UCS C220 M6Sにプ
レインストールされた

Expressway）

システムでは以前のソフトウェアバージョンにダウングレードすることもできますが、表に指

定されているバージョンより前のバージョンを実行するアプライアンスはサポートされていま

せん。この要件は UCS C220 M6Sベースのすべてのアプライアンスに適用されます。

Caution

サポートされているシステムサイズ
このアプライアンスは、大規模または中規模の Expresswayシステムをサポートしています。

Cisco Expressway-Csでなく Cisco Expressway-Esとして展開されるアプライアンスの場合、
Expresswayソフトウェア内のシステムサイズのデフォルト設定を、オプションで大規模システ
ムから中規模システムへ、またはその逆方向に、変更することができます。

相違点
既存のCE500、CE1000、またはCE1100アプライアンスを展開している方向けに、この項では
CE1300（および前の CE1200バージョン）における違いをいくつか示します。

• CE1300は、CiscoExpresswayシリーズの製品範囲で使用するように設計されており、Cisco
VCS製品をサポートしていません。リリースキーがプリインストールされた状態で出荷さ
れます。

• CE1200より前のExpresswayアプライアンス（仮想アプライアンス）とは異なり、CE1300
はCiscoExpressway-CまたはCiscoExpressway-Eとして動作する単一の多目的サーバです。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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デフォルトでは、常に、Expressway-Cがプリインストールされた状態で出荷されます。
サーバーを Expressway-Eとして展開するには、サービスのセットアップウィザードで [タ
イプ（Type）]オプションを [Expressway-E]として設定します（ウィザードは、初めて
Expressway Webユーザーインターフェイスを起動したときに実行されます。または、[ス
テータス（Status）]> [概要（Overview）]ページからいつでも実行できます）。[トラバー
サルサーバー (Traversal Server)]オプションキーは、Cisco Expressway-Eに変更する手段と
して使用されなくなりました。

•このアプライアンスは、ほとんどのオプションキーがデフォルトでインストールされた状
態で出荷されるようになりました。オプションキーを手動でインストールする必要がある

機能は、次のものだけです。

•デスクトップシステムライセンス

•ルームシステムライセンス

• RMSライセンス

•高度なセキュリティ

• Microsoft相互運用性

• CE1300は最大 5000のモバイルおよびリモートアクセス登録をサポートできますが、出荷
時にロードされた制限付き容量の制限されたエクスポート制限のない Expresswayイメー
ジ（最大 2500のセキュア/暗号化セッション）が付属しています。フルキャパシティのエ
クスポート制限付きイメージの対象となる場合は、Expressway Selectを注文する必要があ
ります。詳細については、『Cisco Expresswayおよび Cisco Expressway Select Release Note
for X14.3.x（X14.3および X14.3.1リリースを含む）』を参照してください。

• CE1300には、デフォルトでは電源ケーブルは付属していません。ただし、注文の設定時
に選択できます。KVMケーブルも含まれていませんが、必要に応じてシスコ製品
N20-BKVM=を別途注文できます。

CE1300モデルが含まれている既存のクラスタに CE1300アプライアンスを追加するには、ク
ラスタにCE1300を追加する前に、[ステータス（Status）]> [概要（Overview）]ページのサー
ビスのセットアップウィザードを使用して、他のピア（Expressway-EまたはExpressway-C）に
合わせて [タイプ（Type）]オプションを構成します。

CE1300物理ハードウェアは、自己暗号化ディスク（SED）を使用し、暗号化が無効な状態で
出荷されます。暗号化を有効にするには、自己暗号化ディスクに暗号化を有効にするを参照し

てください。

Note

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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詳細情報とトレーニング

トレーニング

トレーニングはオンラインおよびシスコ指定のトレーニング会場で受講できます。提供する

コースとトレーニングを行うオフィスの場所は、こちらのリンクに記載されています。

用語集

TelePresence用語の用語集は、リンクから参照できます。

関連資料

•このアプライアンスの設置に関する詳細は、『Cisco UCS C220 M6サーバ設置およびサー
ビスガイド』に記載されています。

• Cisco Expresswayソフトウェアの管理および操作は、「Expressway Maintain and Operate
Guides」ページの『Cisco Expressway管理者ガイド』に記載されています。

• CiscoExpresswayのクラスタの作成およびメンテナンスは、「Expressway設定ガイド」ペー
ジの『CiscoExpresswayクラスタの作成とメンテナンス導入ガイド』を参照してください。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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C H A P T E R 2
ハードウェアコンポーネント

CE1300は UCS C220 M6Sサーバーをベースにしています。次のコンポーネントが含まれてい
ます。

Table 3: CE1300アプライアンスのコンポーネントおよび対応する UCSパーツ番号

数量パート項目

1UCSC-C220-M6Sシャーシ

1UCS-CPU-I6334（3.6GHz/165W
8C/18MB DDR4 3200MHz）

プロセッサ

2UCS-MR-X16G1RW 16GB
RDIMM SRx4 3200（8Gb）

RAM

2UCS-HD12T10NK9 1.2TB 12G
SAS 10K RPM SFF HDD
（SED）

ハードディスク（SED）

1UCSC-RAID-220M6 Cisco 12G
SASRAIDコントローラw/4GB
FBWC（16 Drv）w/1U Brkt

RAIDコントローラ

1UCSC-PCIE-ID10GF Intel
X710-DA2デュアルポート10G
SFP+ NIC

NIC

2EXP-1GSFP-T（1Gb銅線SFP）

2EXP-10GSFP-SR-MP（10GbSR
2ファイバー SFP）

2UCSC-PSU1-1050WPSU

1UCSX-TPM-002C TPM 2.0、
TCG、FIPS140-2、CC EAL4+
認証（M6サーバー向け）

TPM
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数量パート項目

1UCS-M2-240G 240GB SATA
M.2

M.2

1UCS-M2-HWRAID Ciscoブー
ト最適化M.2 Raidコントロー
ラ

M.2 Raid

1UCSC-RAIL-M6（ラックマウ
ントキット）

その他

1UCSC-HSLP-M6（ヒートシン
ク）

10UCS-DIMM-BLK（DIMMス
ロットブランク）

8UCSC-BBLKD-L2（HDDス
ロットのブランクパネル）

この章では、次の内容について説明します。

•電源ケーブル, on page 6
• KVMアダプタ, on page 6
•現場交換可能コンポーネント, on page 7
•返品または交換, on page 7

電源ケーブル

電源ケーブルは、Ciscoからご購入いただけます。

シスコに電源ケーブルを注文しない場合は、指定されたタイプのケーブルを使用する

必要があります。『Cisco UCS C220 M6 SFFラックサーバー仕様書』を参照してくだ
さい。

Warning

KVMアダプタ
KVMアダプタは、Ciscoからご購入いただけます。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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現場交換可能コンポーネント
次のコンポーネントは現場交換可能ではありません。

•ハードディスク

•電源ユニット（PSU）

•ファンモジュール

• SFPネットワーク接続モジュール（1 Gbと 10 Gb）

互換性の問題を回避するには、提供されたSFPのみを使用し、タ
スク2：SFPネットワーク接続モジュールを挿入するにある、SFP
の他の要件を満たします。

Caution

返品または交換
何らかの理由で返品許可（RMA）を開始する必要がある場合は、「シスコ返品ポータル」に
移動します。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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C H A P T E R 3
前面パネルのレイアウト

この項では、前面パネルのレイアウト、LED、およびポートについて詳しく説明します。

Figure 1: Cisco Expresswayの正面図

Table 4:前面パネルの LEDとコンポーネント

SEDドライブ（スロット 1とスロット 2のみを使用）1

ユニット識別ボタン/LED2

電源ボタン/電源ステータス LED3

KVMコネクタ

（DB-15 VGAX 1、DB-9シリアルX 1、USB 2.0 X 2を装備したKVMケー
ブルの接続用）

4
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システム LEDクラスタ：

•ファンステータス LED

•システムステータス LED

•電源装置ステータス LED

•ネットワークリンクアクティビティ LED

•温度ステータス LED

LEDステータスの説明の詳細については、『Cisco UCS C220
M6サーバー設置およびサービスガイド』を参照してくださ
い。

Note

5
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C H A P T E R 4
背面パネルレイアウト

この項では、背面パネルのレイアウト、LED、およびポートについて詳しく説明します。

Figure 2: Cisco Expresswayの背面図

Table 5:背面パネルの LEDとコンポーネント

左側のライザー 1では、ロープロファイル PCIeスロットに 2つの SFPポート
があります。

•左側のポートは、ExpresswayユーザーインターフェイスのLAN1（NIC1）
です。

•インターフェイスで使用する場合、右側のポートはLAN2（NIC2）です。

1

電源装置（PSU 01および PSU 02）。2番目の電源により 1+1冗長性を提供し
ます。

2

Modular LAN on Motherboard（mLOM）カードスロット（未装着）。3

システム識別ボタン/LED。4

USB 3.0ポート（2個）。5
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デュアル 1-Gb/10-Gbイーサネットポート（LAN3と LAN4）：

• LAN3左側ポート→ Expressway専用管理インターフェイス（DMI）ポー
ト（設定されている場合）

• LAN4右側ポート→現在 Expresswayでは使用されていません。

CE1300のすべての Expresswayバージョンリリースでは、LAN3
をアウトオブバンド管理インターフェイスとして使用する専用管

理インターフェイス（DMI）のオプションのサポートを利用でき
ます。

Note

6

CIMC 1-Gbイーサネット専用管理ポート。7

シリアル COMポート（RJ-45コネクタ）。8

VGAビデオポート（DB-15コネクタ）。9

専用管理インターフェイス（DMI）を設定する方法の詳細については、『Cisco Expressway管

理者ガイド』を参照してください。
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C H A P T E R 5
設置の準備

この章では、次の内容について説明します。

•安全にご使用いただくために, on page 13
•環境および電源仕様, on page 13
•開梱および準備, on page 13
•シリアル番号の確認, on page 14

安全にご使用いただくために
電気回路に関する安全手順と、通信装置の標準的な設置方法に精通している必要があります。

CE1300の適合規格および安全性に関する情報については、『法規制の遵守と安全に関する情
報』を参照してください。

環境および電源仕様
アプライアンスサーバーの環境および電源仕様を表示するには、『CiscoUCSC220M6SFFラッ
クサーバー』を参照してください。

開梱および準備
アプライアンスを設置する方法の詳細については、『CiscoUCSC220M6SServer Installation and
Service Guide』を参照してください。

このガイドでは次の情報を提供します。

•設置に関するガイドライン

•ラック要件

•機器の要件

•スライドレールの調整範囲

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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シリアル番号の確認
Cisco Expresswayアプライアンスは 2個のシリアル番号を表示します。

• UCSのシリアル番号（形式：WZPXXXXXXXX）。ハードウェアのプルアウトタブと、Cisco
Integrated Management Controller（CIMC Serial Over LANを使用した接続）Webインター
フェイスに表示されます。

•ソフトウェアのシリアル番号（形式：52E5NNNN）。CiscoExpreswayWebインターフェイ
スまたは SSHを使って表示されます。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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C H A P T E R 6
アプライアンスの設置

この章では、次の内容について説明します。

•タスク 1：ラックに設置する（15ページ）
•タスク 2：SFPネットワーク接続モジュールを挿入する（15ページ）
•タスク 3：接続して電源を投入する, on page 16
•タスク 4：電源ステータスを確認する（17ページ）

タスク 1：ラックに設置する
アプライアンスをラックに設置する方法の詳細については、『Cisco UCS C220 M6S Server
Installation and Service Guide』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_
computing/ucs/c/hw/c220m6/install/c220m6.html

タスク 2：SFPネットワーク接続モジュールを挿入する
CE1300は、2基の 10 Gbファイバ SFPモジュールと 2基の 1 Gb銅線 SFPとともに出荷されま
す。

互換性の問題を回避するために、SFPモジュールには次の制約事項が適用されます。注意

•このアプライアンスに付属しているSFPのみを使用してください（M4ベースのExpressway
の SFPモジュールはこのアプライアンスでは再利用できません）。

• SFPを混在させないでください。2個の 10 GBファイバ SFPまたは 2個の 1 GB銅線 SFP
を挿入します。

SFPには次の要件も適用されます。

•これらのポートは、PCIe 01カードの指定された SFPポートにのみ挿入します。最も左に
ある SFPポートは、Expresswayユーザインターフェイス上の LAN1に対応しています。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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• SFPは速度と二重の自動ネゴシエーションをサポートしますが、1つの速度のみをネゴシ
エーションによって、SFPの指定された速度と全二重にします。これは、指定された速度
と全二重をサポートするスイッチポートにそれらを接続する必要があるということです。

•ファイバ SFP用の 10 Gb全二重

•銅線 SFP用の 1 Gb全二重

•前のDMZの導入のように 100Mbのみをサポートしている環境にCE1300を設置する場合
は、1 Gb～ 100 Mbへの速度のネゴシエーションを処理するためのスイッチが必要です。

1 Gbpsの NIC逆多重化ポートを搭載した中規模アプライアンス

1 Gbpsの NICを使用する中規模システムをアップグレードすると、Expresswayは自動的にア
プライアンスを大規模システムに変換します。その結果、中規模システム用に設定された逆多

重化ポートではなく、Cisco VCS Expresswayは大規模システムのデフォルトの逆多重化ポート
（36000～ 36011）で多重化 RTP/RTCPトラフィックをリッスンします。この場合、これらの
ポートはファイアウォールで開かれないため、Cisco VCS Expresswayはコールをドロップしま
す。X8.11.4から、[システム（System）] > [管理設定（Administration settings）]ページ（[展
開構成（Deployment Configuration）]リストから [中（Medium）]を選択）を使用して、シス
テムサイズを手動で [中（Medium）]に戻すことができます。

タスク 3：接続して電源を投入する

ステップ 1 最初に電源ケーブルをアプライアンスに接続してから、接地されているAC電源コンセントに接続します。
電源の仕様については、『Cisco UCS C220 M6 SFFラックサーバー仕様書』を参照してください。

ステップ 2 CE1300アプライアンスを初めて電源に接続する際は、電源ボタンを押す前に、5分間スタンバイモードの
ままにしておきます。この間に、オンボードの CIMCがブートし、セルフテストを準備し、ハードウェア
チェックを実行し、電源の特性評価テストの準備ができるようになります。十分な時間を取らないと、次

回のブートまで電源特性評価テストが延期されます。

ステップ 3 アプライアンスの電源をオンにします（電源ボタンは、ユニットの前面の右側にあるコントロールパネル
の上部にあります）。システムがセルフテストを実行し、アプライアンスが自動的に再起動します。再起

動は予測される動作です。

ステップ 4 初期電源特性評価テストのため、最初のブートには 5分程度かかります。システムのそれ以降のブートに
かかる時間は約 2分です。電源特性評価テストの実行時に「Performing Platform Characterization …」という
メッセージが表示されます。

ステップ 5 以降のブートアップ時に電源特性評価テストを実行するとブート時に遅延が発生するため、これを無効に
することが重要です。この問題を回避するためにこのテストを無効にすることが、特にクラスタ化された

環境では重要です。詳細については、トラブルシューティングを参照してください。
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タスク 4：電源ステータスを確認する
アプライアンスの前面にある電源ステータス LEDを確認します。

•オフアプライアンスには AC電力が供給されていません。

•オレンジアプライアンスはスタンバイ電源モードです。CIMCと一部のマザーボード機能
にだけ電力が供給されています。

•環境への配慮。アプライアンスは主電源モードです。すべてのサーバコンポーネントに電
力が供給されています。

消費電力の監視

CIMCには、消費電力を追跡するために使用できる電力監視ユーティリティが備わっていま
す。

Cisco Expressway CE1300アプライアンス設置ガイド（X14.3.1）
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C H A P T E R 7
Expresswayコンソールに接続する

Expresswayを使用するには、その前にいくつかの基本情報を設定する必要があります。それに
は、Expresswayコンソールに接続し、セキュアインストールウィザードを完了します。

次に示すいずれかの接続方法を使用できます。

• PCから Cisco Expresswayのシリアルポートへの、ケーブルによる直接接続。

• Serial over LANで Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）ツールを使用したリモー
ト接続。

この章では、次の内容について説明します。

•はじめる前に, on page 19
•シリアルポートを使用した接続, on page 20
• CIMC Serial Over LANを使用した接続, on page 21

はじめる前に
1. 背面パネルのLAN1ポートからネットワークにイーサネットLANケーブルを接続します。

2. インストールウィザードを実行するために次の情報を準備します。

• Expresswayの IPv4や IPv6のアドレス、サブネットマスクおよびデフォルトゲート
ウェイアドレス。使用するアドレスについては、ネットワーク管理者にお問い合わせ

ください。Cisco Expresswayには、スタティック IPアドレスを使用する必要がありま
す。

•定義済みのルートおよび管理者のユーザアカウントに適するパスワード：これらのア
カウントには強力なパスワードを使用してください。

3. CIMC接続を使用する場合は、次の追加ポイントも適用されます。

a. CIMC接続には、スタティック IPアドレスまたは DHCPによって割り当てられた IP
アドレスが必要です。

b. 最小要件である、HTTPと HTTPSが有効になっているブラウザが必要です。
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初期インストールには、KVMまたはvKVMコンソールを使用できません。これは、セキュア
インストールウィザードが KVMコンソールに表示されず、VGA出力ポートを表示しないた
めです。したがって、このウィザードは、Expresswayのシリアルコンソールでインストール
を完了するまで無制限に待機します。この状況から回復する必要がある場合には、下で説明し

ているようにシリアルコンソールに接続し、コンソールに対して Ctrl キー + D キーシーケンス

を発行します。インストールウィザードが再起動され、続行できるようになります。

Caution

シリアルポートを使用した接続
1. 付属の DB9 to RJ-45ケーブルを PC（DB9端）からアプライアンスの背面のシリアルポー
ト（RJ-45端）に接続します。

互換性を確実にするために、アクセサリパックに付属の青のシリアルケーブルを使用し

ます。これはクロスオーバーケーブルであり、次のピン割り当てがあります。

メス DB9のピンオス RJ45のピン

81

62

23 TXD

54 GND

55 GND

36 RXD

47

78

2. PCのターミナルエミュレータプログラム（たとえば PuTTY）を起動し、PCのシリアル
ポートを使用するように次のように設定します。

•ボーレート：115200ビット/秒

•データビット：8

•パリティ：なし

•ストップビット：1

•フロー制御（ハードウェアおよびソフトウェア）：なし

3. Expresswayコンソールに接続した後、インストールウィザードが表示されるまで待機して
から、次の項インストールウィザードを実行するに進みます。
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使用後にターミナルエミュレータセッションを閉じます。セッションを開いていると、シス

テムの再起動時に問題が発生する可能性があります。

Note

CIMC Serial Over LANを使用した接続
CIMCは、Cシリーズサーバの管理インターフェイスです。CIMCはサーバ内で実行され、Web
または SSHコマンドラインアクセスを使用したリモート管理、設定、および監視をサポート
します。詳細については、CIMCコンフィギュレーションガイドページにある『Cisco UCS C

シリーズ統合管理コントローラ設定ガイド』を参照してください。

CIMCパスワード要件

この項の説明に従って、CIMCのデフォルトパスワードを強力なパスワードに変更する必要が
あります。この操作は、DHCPアドレス指定を使用している場合には、CIMC Webインター
フェイスに初めてログインするときに実行します。スタティック IPアドレスを使用している
場合は、パスワードは初期ブートプロセス中に変更します。

CIMCパスワードには、以下の 4つのカテゴリのうちの 3つに属する文字が含まれていなけれ
ばなりません。

•大文字の英字 A～ Z

•小文字の英字 a～ z

•数字の 0～ 9

•アルファベット以外の文字：! @ # $ % ^ & * - _ = “

タスク 1：CIMC IPアドレスとパスワードを設定する（1回限り）

DHCPアドレス指定を使用している場合

1. ネットワークをCIMC/専用管理ポート（背面パネルレイアウトのポート7）に接続します。

2. 次のいずれかの方法を使用して、USBキーボードと VGAモニタを接続します。

• KVMアダプタ（三脚ケーブル）をご購入した場合は、CE1300の前面にあるコンソー
ルポートに接続して、アダプタにキーボードとモニタを接続します。

• KVMアダプタなしでこのアプライアンスをご購入した場合は、キーボードとモニタ
をサーバ背面の適切なポートに接続します。

3. モニターで切り替えます。
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4. CIMCの正しいアドレスを配信するように DHCPサーバを設定します。MACアドレスの
場合は、プルアウトタブに記載されている MGMTアドレスを使用します。

5. CE1300の電源をオンにします。

6. モニターで起動プロセスを監視します。

7. CIMCアドレスは、初期の電源投入時セルフテストフェーズでは画面の左下に表示されま
す。

CIMCがこの Expresswayで有効になりました。CIMCWebインターフェイスに初めてログイン
すると、デフォルトの CIMCパスワードを変更するように求められます。

Note

8. 周辺機器とアダプタを切断します。

スタティックアドレスを使用する場合

展開でスタティック IPアドレス指定を使用する場合は、次の手順を実行します。

1. ネットワークをCIMC/専用管理ポート（背面パネルレイアウトのポート7）に接続します。

2. 次のいずれかの方法を使用して、USBキーボードと VGAモニタを接続します。

• KVMアダプタ（三脚ケーブル）を購入された場合は、CE1300の前面にあるコンソー
ルポートに接続し、アダプタにキーボードとモニタを接続します。詳細については、

「KVMコネクタを示した前面パネル」を参照してください。

• KVMアダプタなしでこのアプライアンスをご購入した場合は、キーボードとモニタ
をサーバ背面の適切なポートに接続します。

KVMコンソールは、Expresswayにアクセスするためでなく CIMCを設定するために使用され
ます。

Note

3. モニターで切り替えます。

4. CE1300アプライアンスで切り替えます。

5. モニターで起動プロセスを監視します。

6. F8キーを押して CIMCの設定を開始します。

7. デフォルトのCIMCパスワードを変更して、管理インターフェイスの IPアドレスを設定す
るように求められます。

a. CIMCパスワード要件に記載された条件と一致する強力なパスワードを設定し、Enter
キーを押します。
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b. パスワードを変更したプロンプトで、もう一度 Enterキーを押してパスワードの変更
を完了します。

「新しいパスワードがパスワード要件に一致しない場合でも、システムがその旨を通知しな

い」という問題があることが知られています。この場合、CIMCWebインターフェイスに最初
にアクセスする（タスク 2）ときに、指定されているデフォルトの CIMCパスワードを使用す
る必要があります。そうすると、別の強力なパスワードを設定するように求められるので、設

定すれば続行できるようになります。（これで初めて、パスワードが要件を満たしていない場

合に、システムが正しくプロンプトを表示するようになります）。

Note

c. デフォルトのNICモードは [専用（Dedicated）]、NIC冗長性設定は [なし（None）]の
ままにしておくことをお勧めします。

8. 変更を保存するには、F10キーを押し、Escキーを押して終了します。

CIMCがこの Expresswayで有効になりました。Note

9. 周辺機器とアダプタを切断します。

タスク 2：リモートホストから CIMCを実行し、Serial Over LANを有効
にする（1回限り）

ステップ 1 Webブラウザで、直前のタスクで設定した CIMC IPアドレスに移動します。デフォルトでは、セキュリ
ティのために https://を使用して CIMCにアクセスする必要があります。つまり、ブラウザのナビゲーショ
ンバーに https://x.x.x.xと入力します。x.x.x.xは IPアドレスを表します。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

•スタティック IPアドレスを使用する場合は、タスク 1で設定したパスワードを使用してログインしま
す。

タスク 1で設定した新しいパスワードが十分に強力でない場合、システムがその時点で通
知を行わないという既知の問題があるため、デフォルトのパスワードを入力し、かつ強力

な別のパスワードを設定するように求められるので、そうします。これにより、続行でき

るようになります。新しいパスワードは、CIMCパスワード要件に記載されている条件を
満たしている必要があります。

Note

• DHCPを使用する場合は、強力なパスワードを定義して、提供されたデフォルトのパスワードを上書
きします。新しいパスワードは、CIMCパスワード要件に記載されている条件を満たしている必要が
あります。
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ステップ 3 左上隅にあるメニューの矢印をクリックします。

ステップ 4 [計算（Compute）] > [リモート管理（Remote Management）] > [Serial over LAN]に移動します。

ステップ 5 [Serial over LAN]プロパティで、[有効（Enabled）]にチェックを付けて、[変更の保存（Save Changes）]
をクリックしますこの手順は、Serial over LANがデフォルトで無効になっている場合に必要です。

タスク 3：Expresswayコンソールに接続する（必要に応じて随時）

ステップ 1 ターミナルエミュレータで SSHを使用して CIMC IPアドレスに接続します。

ステップ 2 デフォルトのユーザー名 adminと CIMCパスワードを入力して、Enterキーを押します。

ステップ 3 connect hostを入力し、Enterキーを押します。

ステップ 4 これで、Serial over LANにより Expressコンソールに接続されました。

インストールウィザードが表示されるまで待機してから、インストールウィザードを実行するの項に進み

ます。
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C H A P T E R 8
インストールウィザードを実行する

システムが起動した後、PCのターミナルエミュレータプログラムにより Cisco Expresswayの
スタートアップ情報が表示されます。約4分後に、インストールウィザードが表示されます。

Cisco Expresswayが接続時にすでに有効になっているのにインストールウィザードが表示され
ない場合には、Ctrl キー + D キーを押せば、それにアクセスできます。ウィザードで問題が発

生した場合や、間違った情報を入力した場合は、Ctrl キー + D キーを押して再起動できます。

この章では、次の内容について説明します。

•インストールウィザードのプロセス, on page 25

インストールウィザードのプロセス
1. インストールウィザードによって表示されるプロンプトに従い、次を指定します。

• IPv4、IPv6、または両方。

• Cisco Expresswayの LAN 1 IPv4サブネットマスク（IPv4を選択する場合）。

• Expresswayのデフォルトゲートウェイの IPアドレス。

• rootユーザアカウントのパスワード。

• adminユーザアカウントのパスワード。

• Expressway Web UIを有効にする（推奨）かどうかを指定します。

アプライアンスを Express-Eとして展開する場合は、Web UIを有効にする必要がありま
す。アプライアンスを Expressway-Eとして設定するのに、CLIを使用することはできませ
ん。

• SSHに Cisco Expressway CLIへのアクセスを許可するかどうか。

•タイムゾーン。デフォルトは UTCです。ウィザードでは、任意のゾーンを検索し、
それに置き換えることができます。または、後でWebユーザーインターフェイスの
[システム（System） >時刻（Time）]ページで変更することもできます。
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2. ウィザードが完了し、インストール ウィザードが完了しました（Installation wizard

complete）のメッセージが表示されるまで待ちます。

3. Enterを押して続行します。

4. 指定した設定が適用され、ブートが続行されます。

5. ブートが完了すると、Expresswayを使用できるようになります。

ウィザードを完了すると、システムサービスが再起動します。これは想定されている動作で

す。

Note

LAN1イーサネットポートに割り当てられた IPアドレスを使用して、Expresswayユーザイン
ターフェイスにアクセスできるようになりました（次の項を参照してください）。
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C H A P T E R 9
Expresswayユーザインターフェイスにア
クセスする

この項では、ExpresswayのWebインターフェイスおよび CLIにアクセスする方法について説
明します。これらのインターフェイスは、インストールウィザードを使用して有効にします。

この章では、次の内容について説明します。

• Webユーザーインターフェイスの使用, on page 27
• CLIの使用, on page 28
•次のステップ（28ページ）

Webユーザーインターフェイスの使用
Webユーザーインターフェイスにログインするには、次の手順を実行します。

1. ブラウザウィンドウを開いて、アドレス行に次のいずれかを入力します。

• Cisco Expresswayの IPアドレス（例：https://10.0.0.1）。アドレスは HTTPSとして入
力します。

• Cisco Expresswayの FQDN（例：https://mydomain.example.com）。

2. [ログイン (Login)]ページで、[管理者ログイン (Administrator login)]を選択します。

3. ユーザー名を adminとし、システムパスワードを使用してログインします。

4. Expresswayの[概要 (Overview)]ページが表示されます。

詳細情報

Expresswayの設定と管理の詳細（インターフェイスの各ページを含む）については、Expressway
のオンラインヘルプおよび『Cisco Expressway管理者ガイド』を参照してください。
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CLIの使用
コマンドラインインターフェイスは、デフォルトで、SSHとシリアルポートを介して利用で
きます。

1. SSHセッションを開始します。

2. Cisco Expresswayの IPアドレスまたは FQDNを入力します。

3. ユーザー名を adminとし、システムパスワードを使用してログインします。

4. ウェルカムメッセージが表示されます。

詳細情報

Expresswayの CLIコマンドについては、『Cisco Expressway管理者ガイド』を参照してくださ
い。

次のステップ
『Cisco Basic Configuration Deployment Deployment Guide』に記載されている手順を Expressway
ユーザインターフェイスで実行して、Expresswayをセットアップしてください。このプロセ
スについてはここでは簡単に要約しますが、その詳細を他のガイドで参照したうえで、次に進

んでください。

ステップ 1 初めてログインすると、セットアップウィザードが起動します。このウィザードを使用して、展開の特定
のライセンス要件を選択するとともに、必要に応じてデフォルトのExpressway-C設定をExpressway-Eに変
更します。

ステップ 2 セットアップウィザードが終了したら、続けて次のように Expresswayを設定します。

1. システムの設定（例：システム名、DNS設定、サーバ証明書、NTPサーバ、SIPドメイン）。

2. ルーティング設定（例：変換、検索ルール、ゾーン）。

3. エンドポイントの登録。

4. システム検証チェック。

5. 保守タスク（および、オプションの設定タスク）。
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A P P E N D I X A
自己暗号化ディスクに暗号化を有効にする

CE1300には、FIPS140-2準拠の自己暗号化ディスクであるUCS-HD12T10NK9が付属していま
す。ただし、デフォルトで暗号化が有効になっている状態では出荷されません。

このセクションでは、個々のディスクのドライブセキュリティを有効にし、RAID 1アレイを
保護する方法について説明します。ユーザーは、データを失うことなくこれらを適用できま

す。ただし、サービス中のアクティブなマシンでこれを行う場合は、『Cisco Expressway管理
者ガイド』の手順に従ってマシン設定をバックアップします。

Expresswayにオプションキーがインストールされている場合は、セキュリティを有効にする際
に問題が発生した場合に備えて、これらのキーが安全にコピーされていることを確認します。

Note

ディスク内のハードウェアを暗号化し、Expresswayバックアップのバックアップ後にアレイを
保護するには（必要な場合）、次の手順を実行します。

1. CIMCにログインし、左上のメニューアイコンから [Storage/Cisco 12G SAS RAID Controller
with 4GB FBWC (16 devices) (MRAID)]を選択します。

2. [コントローラ情報（ControllerInfo）]タブで、[ドライブセキュリティを有効にする（Enable
Drive Security）]をクリックします。

3. [ローカルキー管理（Local Key Management）]を選択します。[セキュリティキー識別子
（Security Key Identifier）]または [セキュリティキー（Security Key）]を入力するか、[提
案（Suggest）]ボタンを押して値を生成し、いずれかを選択します。

4. 値が再度必要になった場合は、安全な場所に値を記録します。

5. ディスクの [保存（Save）]をクリックして、SED機能を有効にします。

6. [仮想ドライブ情報（Virtual Drive Info）]タブをクリックします。

7. [RAID 1ディスク（RAID 1 disk）]チェックボックスをオンにします。

8. [仮想ドライブの保護（Secure Virtual Drive）]を選択し、プロンプトで仮想ドライブを保
護するかどうかを確認します。
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A P P E N D I X B
トラブルシューティング

この章では、次の内容について説明します。

• LEDとコンポーネントの位置, on page 31
• LEDの状態の定義, on page 31
•内部リカバリパーティション（IRP）からのリセット, on page 31
•電力特性評価チェックによるブートアップ時の遅延, on page 32

LEDとコンポーネントの位置
このアプライアンスのパネルレイアウトについては、以下で説明されています。

•前面パネルのレイアウト

•背面パネルレイアウト

LEDの状態の定義
さまざまな LEDの状態は、『Cisco UCS C220 M6S Server Installation and Service Guide』で定義
されています。

内部リカバリパーティション（IRP）からのリセット
CiscoExpresswayCE1300アプライアンスには、アプライアンスを工場出荷時の状態に再インス
トールするために使用できるM.2デバイスがプリインストールされています。

はじめる前に

インストールウィザードを実行するの説明に従って、CIMCを設定してアクセスする必要があ
ります。
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タスク：KVMコンソールを使用して IRPを再インストールする

ステップ 1 KVMコンソールを CIMC内の該当アイコンを使用して起動します。

ステップ 2 CE1300に電源を投入し、プロンプトが表示されたら F6 キーを押して boot menuと入力します。

ステップ 3 ブートオプションとして [USER: Built-in EFI Shell]を選択します。

EFIシェルがロードされ、5秒後にデフォルトで startup.nshが起動され、リカバリイメージがロードされま
す。

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、yと入力し、Enter キーを押して再インストールに進みます。

ログインプロンプトが yの入力を妨げる場合があります。Enter キーを押してプロンプトをバイパスし、再

度 yを押して再イメージ化を起動します。

ステップ 5 リブートが完了したら、シリアルを使用して接続してリセットを完了します。工場出荷時インストール
ウィザードが表示されます。

ステップ 6 必要に応じて、アプライアンスのオプションキー (ルームやデスクトップの登録など)を適用することがで
きます。このステージで適用しない場合でも、後で ExpresswayのWeb UIまたは CLIを使用して適用する
こともできます。

ステップ 7 プロンプトが表示されたら、Enterキー を押してシステムをシャットダウンします。

工場出荷時インストールウィザードのフェーズが完了しました。

ステップ 8 アプライアンスに電源を入れ、インストールウィザードを実行するの手順に従って、カスタマーインス
トールウィザードを完了します。

電力特性評価チェックによるブートアップ時の遅延
電源特性評価テストは、CE1300を接続して電源を投入したときに 1回のみ実行されます。電
源特性評価テストが実行し続けて、ブート時間にラグが発生する場合は、CIMCでこれが無効
になっていることを確認します。手順は次のとおりです。

ステップ 1 CIMCにログインします（CIMC Serial Over LANを使用した接続を参照）。

ステップ 2 左上隅にあるメニューの矢印をクリックします。

ステップ 3 [シャーシ (Chassis)] > [電源管理 (Power management)] > [電力制限の設定 (Power Cap Configuration)]に移
動します。

ステップ 4 [電力特性評価の無効化 (Disable Power Characterization)]をクリックします。

ステップ 5 [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。
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A P P E N D I X C
通知

この章では、次の内容について説明します。

•技術関連の注意事項, on page 33
•アクセシビリティの注意事項, on page 33

技術関連の注意事項
必要な情報がマニュアルで得られなかった場合は、「サポート &ダウンロード」のWebサイ
トを参照してください。このサイトでは、次のことが可能です。

•最新のソフトウェアを実行していることを確認できます。

•シスコテクニカルサポートチームから支援が得られます。

問題を報告する前に、次の情報を揃えるようにしてください。

•製品の識別情報（必要に応じてモデル番号、ファームウェアバージョン、ソフトウェア
バージョンなど）

•お客様の連絡先となる電子メールアドレスまたは電話番号。

•問題の詳しい説明。

販売終了のためサポートされない可能性のある Cisco TelePresence製品のリストを表示するに
は、「販売終了とサポート終了製品」にアクセスし、「TelePresence」の項まで下にスクロー
ルしてください。

アクセシビリティの注意事項
シスコは、利用しやすい製品およびテクノロジーの設計および提供に取り組んでいます。

Cisco Expresswayの Voluntary Product Accessibility Template（VPAT）は、「現在の VPATドキュ
メント」を参照してください。

アクセシビリティの詳細については、「シスコでのアクセシビリティ」を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


